
科⽬ナンバー  RMGT/SSCS1151 

科⽬名  数学１  

担当教員  今野 広紀  

対象学年  1年,2年,3年,4年  開講学期  前期  

曜⽇・時限  ⽉４  

講義室  1306  単位区分  選  

授業形態  講義  単位数  2 

科⽬⼤分類 総合教育  

科⽬中分類 総合基礎  

科⽬⼩分類 ⽂化教養  

科⽬の位置付け（開発能⼒）

■ＤＰコード-学修のゴールを⽰すディプロマポリシーとの関連
【危機管理学部】【スポーツ科学部】共通
  DP1-D  〔市⺠的素養・市⺠的教養〕市⺠的素養と参加コミュニティに積極的な変化をもたら
すために，知識・スキル・価値観・動機を動員することができる。
  DP3-H  〔論理的思考⼒・批判的思考⼒〕理路整然とした思考を備えつつ，偏りを排除するた
めの内省を持って，問題・課題を合理的に解決することができる。
  DP4-I  〔理解⼒・分析⼒〕⽂章表現，数値データを適切に扱いつつ，情報の収集と取捨選
択，分析と加⼯を有効かつ円滑に⾏い，課題の解決につなげることができる。

■ＣＲコード-学修を通じて開発するマインドセット・ナレッジ・スキルを⽰すコモンルーブリ
ック（ＣＲ）との関連
  D1  市⺠的素養と参加（10%）
  H1  論理的思考（20%）
  H2  批判的思考（20%）
  I1  理解・分析と読解（20%）
  I2  量的分析（20%）
  I3  情報分析（10%）  

教員の実務経験  

成績ターゲット区分 ■成績ターゲット  能⼒開発の⽬標ステージとの対応
  1  萌芽期  〜  2  進⾏期  

科⽬概要・キーワード

数理的思考能⼒を⾝につけることは，⽂科系学部の学⽣においても重要である。それは，社会
や個⼈における特定の問題について，数量化によって特徴と課題を導出し，そこから論理的に
将来を予測して対応することができるからである。本講義では微分と積分を学びますが，これ
は数理的法則の基に計算を展開し，解を求める作業であり，数量化，論理化の思考⼒を⾼める
ことになる。具体的には，指数関数，対数関数，三⾓関数，逆関数，合成関数について，微分
と積分ができることが⽬標となり，その応⽤として，偏微分，全微分，重積分ができることを
期待する。授業形態は講義により⾏い，演習とレポートによって理解度を図ることとする。授
業形態は講義形式により⾏う。なお，対応するコンピテンスに基づき効果的な授業⽅法とし
て，⼜は各授業を補完・代替するためオンライン授業を⼀部取り⼊れる場合がある。
■キーワード︓関数，微分，積分，偏微分，全微分，重積分  

授業の趣旨 ■副題
  微分と積分を通じて数理的思考能⼒を向上させ，論理的に将来を予測して対応できる社会⼈
になりましょう。
■授業の⽬的
  現代社会は様々な数値で溢れ，それらの解析技術が進み始めている。こうした中で，微分や

タイトル「2022年度危機管理学部(公開)」、フォルダ「実務経験のある教員による科⽬」
シラバスの詳細は以下となります。



積分の考え⽅は，数値の増減率や⾯積の⽐較といった形で数値の解釈能⼒の向上に⼤きく寄与
する。本講義では，微分と積分の基礎的計算⽅法の習得を⽬標として，様々な関数に対する解
法を学習する。
■授業のポイント
  様々な数値で溢れる現代社会に対応するために，微分と積分を通じて数理的思考能⼒を向上
させることが重要視されている。講義を通じて，量的分析能⼒を習得し，社会で起こる現象を
⾒る上で，論理的思考と批判的思考ができる能⼒を⾝につけることを⽬的とする。講義では，
講義と演習を交互に交えて学習することによって，市⺠的教養を⾼める。  

総合到達⽬標

■論理的に将来を予測して対応できる社会⼈になるために，微分と積分を通じて数理的思考能
⼒を向上させる。
・微分と積分を通じて，定量的な分析を⾏い，数学的な解釈ができる。
・特定の問題について，数量化によって特徴と課題を導出し，論理的に予測して対応すること
ができる。
・競技スポーツ，危機管理に関連したデータを分析できる。  

成績評価⽅法

■リアクションペーパー（30％）︓適⽤ルーブリック  D1・I1
（評価の観点）講義への参加意識の濃度をリアクションペーパーよって評価する。
（フィードバックの⽅法）次の講義にて，補⾜的な解説をする。
■学期期間中におけるレポート（70％）︓適⽤ルーブリック I1・I2
（評価の観点）各単元における計算⽅法とその意義について問う。理解度を評価する。
（フィードバックの⽅法）レポートの終了の次の講義にて，解説する。  

履修条件   数学に不慣れな学⽣でも，特に問題ありません。  

履修上の注意点

数理的思考能⼒を⾝につけることは，⽂科系学部の学⽣においても重要視されている。受講に
あたり，社会や個⼈における特定の問題について，数量化によって特徴と課題を実証し，そこ
から論理的に将来を予測して対応することが重要であることを，具体的な事例で考えてみまし
ょう。  

授業内容 回 内容

1

①授業のテーマ
 ガイダンス（全体テーマ，授業の進め⽅，成績評価⽅法の告知），導⼊，単元の概要
紹介
②授業概要
 授業の概要，⽬的，到達⽬標および授業の⽅法，評価規準について説明する。特にス
ポーツ科学部・危機管理学部の専⾨領域おける数学の位置づけを解説する（D1・H1・
H2）。
③予習（120分）
 指定された教科書の全体像をつかむ。
④復習（120分）
 微分・積分を学習することの意義を整理する。

2

①授業のテーマ
 微分・積分の復習
②授業概要
 対数関数や指数関数，三⾓関数，逆関数などの⾼校数学の復習しながら計算⽅法を解
説する（I2）。なお，講義の後半では，演習課題を出し，⼀部の時間を充てる。
③予習（120分）
 ⾼校時代の「数学Ⅱ」「数学B」の教材を振り返る。
④復習（120分）
 演習問題と同じ対数関数や指数関数，三⾓関数，逆関数の微分の問題を解き，計算結
果を確認する。

3

①授業のテーマ
 整式の微分積分／関数の極限
②授業概要
 整式の微分積分の計算法則から正解の導出⽅法，関数の極限を求める⽅法を解説する
（I2）。なお，講義の冒頭では前回の演習の解説を⾏い，講義の後半では，演習課題を
出し，⼀部の時間を充てる。
③予習（120分）
 整式の微分積分と関数の極限について教材に⽬を通す。
④復習（120分）
 演習問題と同じ整式の微分積分の問題を解き，計算結果を確認する。

4 ①授業のテーマ
 微分の基本公式／合成関数の微分
②授業概要



 微分の基本公式と合成関数の微分の計算法則から正解の導出⽅法を解説する（I2）。
なお，講義の冒頭では前回の演習の解説を⾏い，講義の後半では，演習課題を出し，⼀
部の時間を充てる。
③予習（120分）
 微分の基本公式と合成関数の微分について教材に⽬を通す。
④復習（120分）
 演習問題と同じ微分の基本公式と合成関数の微分の問題を解き，計算結果を確認す
る。

5

①授業のテーマ
 三⾓関数の微分／逆三⾓関数の微分
②授業概要
 三⾓関数の微分と逆三⾓関数の微分の計算法則から正解の導出⽅法を解説する
（I2）。なお，講義の冒頭では前回の演習の解説を⾏い，講義の後半では，演習課題を
出し，⼀部の時間を充てる。
③予習（120分）
 三⾓関数の微分と逆三⾓関数の微分について教材に⽬を通す。
④復習（120分）
 演習問題と同じ三⾓関数の微分と逆三⾓関数の微分の問題を解き，計算結果を確認す
る。

6

①授業のテーマ
 指数関数・対数関数とその微分
②授業概要
 指数関数と対数関数の微分の計算法則から正解の導出⽅法を解説する（I2）。なお，
講義の冒頭では前回の演習の解説を⾏い，講義の後半では，演習課題を出し，⼀部の時
間を充てる。
③予習（120分）
 指数関数と対数関数の微分について教材に⽬を通す。
④復習（120分）
 演習問題と同じ指数関数と対数関数の微分の問題を解き，計算結果を確認する。

7

①授業のテーマ
 微分の応⽤（接線，媒介変数表⽰，不定形の極限，関数の増減，関数の極値，曲線の
概形）
②授業概要
 接線，媒介変数表⽰，不定形の極限，関数の増減，関数の極値，曲線の概形の求め⽅
から正解の導出⽅法を解説する（I2）。なお，講義の冒頭では前回の演習の解説を⾏
い，講義の後半では，演習課題を出し，⼀部の時間を充てる。
③予習（120分）
 接線，媒介変数表⽰，不定形の極限，関数の増減，関数の極値，曲線の概形の求め⽅
について教材に⽬を通す。
④復習（120分）
 演習問題と同じ関数の増減，関数の極値の問題を解き，計算結果を確認する。

8

①授業のテーマ
 積分の基本公式（置換積分・部分積分）
②授業概要
 積分の基本公式の計算法則から正解の導出⽅法を解説する（I2）。なお，講義の冒頭
では前回の演習の解説を⾏い，講義の後半では，演習課題を出し，⼀部の時間を充て
る。
③予習（120分）
 積分の基本公式について教材に⽬を通す。
④復習（120分）
 演習問題と同じ積分の基本問題を解き，計算結果を確認する。

9

①授業のテーマ
 1変数関数のテイラー展開
②授業概要
 1変数関数のテイラー展開の計算法則から正解の導出⽅法を解説する（I2）。なお，
講義の冒頭では前回の演習の解説を⾏い，講義の後半では，演習課題を出し，⼀部の時
間を充てる。
③予習（120分）
 1変数関数のテイラー展開について教材に⽬を通す。
④復習（120分）
 演習問題と同じ1変数関数のテイラー展開の計算問題を解き，計算結果を確認する。



10

①授業のテーマ
 偏導関数／⾼次偏導関数
②授業概要
 偏導関数と⾼次偏導関数の計算法則から正解の導出⽅法を解説する。なお，講義の冒
頭では前回の演習の解説を⾏い，講義の後半では，演習課題を出し，⼀部の時間を充て
る。
③予習（120分）
 偏導関数と⾼次偏導関数について教材に⽬を通す（I2）。
④復習（120分）
 演習問題と同じ偏導関数と⾼次偏導関数の計算問題を解き，計算結果を確認する。

11

①授業のテーマ
 全微分／合成関数の偏導関数
②授業概要
 全微分と合成関数の偏導関数の計算法則から正解の導出⽅法を解説する（I2）。な
お，講義の冒頭では前回の演習の解説を⾏い，講義の後半では，演習課題を出し，⼀部
の時間を充てる。
③予習（120分）
 全微分と合成関数の偏導関数について教材に⽬を通す。
④復習（120分）
 演習問題と同じ全微分と合成関数の偏導関数の問題を解き，計算結果を確認する。

12

①授業のテーマ
 陰関数／偏微分の応⽤1（2変数関数の極値）
②授業概要
 2変数関数の極値と正解の導出⽅法を解説する（I2）。なお，講義の冒頭では前回の
演習の解説を⾏い，講義の後半では，演習課題を出し，⼀部の時間を充てる。
③予習（120分）
 2変数関数の極値について教材に⽬を通す。
④復習（120分）
 演習問題と同じ2変数関数の極値を求める問題を解き，計算結果を確認する。

13

①授業のテーマ
 偏微分の応⽤2（条件付極値）
②授業概要
 条件付極値の求め⽅から正解の導出⽅法を解説する（I2）。なお，講義の冒頭では前
回の演習の解説を⾏い，講義の後半では，演習課題を出し，⼀部の時間を充てる。
③予習（120分）
 条件付極値について教材に⽬を通す。
④復習（120分）
 演習問題と同じ条件付極値を求める問題を解き，計算結果を確認する。

14

①授業のテーマ
 重積分の定義とその計算法
②授業概要
 重積分の計算法則から正解の導出⽅法を解説する（I2）。なお，講義の冒頭では前回
の演習の解説を⾏い，講義の後半では，演習課題を出し，⼀部の時間を充てる。
③予習（120分）
 重積分について教材に⽬を通す。
④復習（120分）
 演習問題と同じ重積分の計算問題を解き，計算結果を確認する。

15

①授業のテーマ
 数学1のまとめ
②授業概要
 微分と積分の様々な計算を通じて，その意義を解釈し，それが様々な現象を統⼀的に
眺め，本質的な理解へと繋がる強⼒な道具となることを解説する（D1・H1・H2）。講
義の冒頭では前回の演習の解説を⾏う。
③予習（120分）
 授業のノートの全体を振り返る。
④復習（120分）
 微分・積分は専⾨科⽬を学ぶ上でどのように活⽤できるかを整理する。

関連科⽬ 「数学2」（RMGT/SSCS1152）は数学の中の線形代数の基礎知識として補完的な関係にあ
る。  

教科書   ⽯井俊全『1冊でマスター  ⼤学の微分積分』技術評論社  



参考書・参考ＵＲＬ   岡部恒治・本丸 諒『まずはこの⼀冊から  意味がわかる微分・積分』ベレ出版
  俣野 博・河野俊丈『数学Ⅱ』東京書籍  

連絡先・オフィスアワー
■連絡先︓開催時に告知する。
■オフィスアワー︓⽉曜2限。それ以外については，メール等でアポイントメントを取ること
により，研究室等で対応する。  

研究⽐率  
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